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宮城県は 2011 年に大震災を経験し、手持ちの残薬には余裕を持たせるように配慮してい

ます。ましてやモルヒネはそう簡単に処方してもらえる薬ではありませんのである程度の

溜め込みは予想できます。1 回に処方されるカロナールが 180 錠に対し、モルヒネは 1330
錠なので、服薬状況が悪いのは圧倒的にカロナールなのですが、薬の性質上、モルヒネの

残にどうしても目がいってしまいます。集めてくれた薬は、あちこちのヒートに手を付け

ておりバラバラの状態、数えるのに一苦労する状態になっております(Fig.2)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 2 モルヒネ、10 錠ずつ並べてみました 
 
ベッドの上にはきちんとたたまれた洗濯物、一方で床には髪の毛や米粒などの無数のご

みと埃に紛れて裸のモルヒネがポロポロと落ちています。何度か訪問したことがあったの

ですが、その時はここまでひどくはありませんでした。A さんは、モルヒネを服用する時間

を理解し、服用したら時刻をメモする習慣ができていましたが、それができなくなって不

安になり相談に至ったようです。 
モルヒネの使用量の確認以外にも、降圧剤が 2 種類処方されながら家庭血圧が測定され

ていない事や、褥瘡の発生などの問題がありました。血圧管理については、私が週に 1 回

の在宅訪問時に測定させていただいたところ、2 週間ほど服薬していないにもかかわらず高

くなかったため、今後予測される服薬状況を加味した上で情報提供・処方提案を行い、減

薬となりました。褥瘡の方は、薬剤師である私が A さんのお尻を見て医師と相談をし、軟

膏を塗り創傷被覆材を貼り、現在目下奮闘中です。治療を決定するのは、医師と患者さん

本人というのが基本ではありますが、降圧剤を続けることのリスク・ベネフィットをどん


